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　８月２７日から、村内の小中学校で２学期が始まりました。一勝
地第一小学校、一勝地第二小学校、神瀬小学校の３小学校では、各
教室の机とイスがヒノキの間伐材を使った木製に変わりました。
　村では、地域活性化生活対策臨時交付金を活用し、球磨村森林組
合に発注、４小学校分特別教室分２８０組を製作しました。
　一勝地第二小学校の１年生は、「木のにおいがいい」「机が広くなっ
た」など好評でした。
　また、渡小学校については、９月末に導入予定です。

木のにおい香る　新しい机・イスで２学期スタート！
〜　一勝地第二小学校　〜
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敬称略　９月２１日（敬老の日）現在

氏名 年齢 班名 氏名 年齢 班名 氏名 年齢 班名
淋　　　フ　ヂ 103 淋 松　谷　ミノヱ 93 松谷 横　井　　　弘 91 横井
太　田　小　陽 102 宮園 毎　床　タツエ 93 毎床 高　沢　ヤ　エ 91 高沢
横　井　シヅエ 100 横井 犬　童　文　子 93 柳詰 岡　　　マツエ 91 岡
大無田　ナツエ 98 大無田 中　村　　　稔 93 友尻 大　島　　　正 91 小川
川　野　ハツ子 98 小川 入　江　アキエ 93 茶屋 福　田　トシエ 91 小川
犬　童　ムツヱ 97 木屋角 川　島　鶴　子 93 舟戸 大無田　ツヤ子 91 小川
東　　　千鶴子 97 茶屋 鵜　口　ハルミ 92 鵜口 高　木　ツ　ヤ 91 小川
荒　川　秋　義 96 茶屋 鮫　島　ミ　エ 92 毎床 今　村　トミヱ 91 今村
江　口　ミチヨ 96 舟戸 淋　　　ヤチヨ 92 池下 山　口　シ　ズ 91 今村
立　野　ツタエ 96 立野 田　代　ハルエ 92 田代 内　布　チトセ 91 内布
大　槻　サツノ 95 大槻 犬　童　袈　義 92 黒白 内　布　チエ子 90 内布
大　槻　ユキエ 95 大槻 板　﨑　タ　エ 92 友尻 岡　本　ヒロヱ 90 山口
松　谷　幸　德 95 松谷 藏　谷　ケサノ 92 板崎 山　口　國　弘 90 今村
大坂間　ハマエ 95 大坂間 赤　池　ミユキ 92 小川 那　良　サ　イ 90 小川
浦　野　　　岬 95 浦野 大無田　セキ子 92 大無田 高　沢　テルコ 90 小川
大　越　ス　ヱ 95 小川 大坂間　トリエ 92 大坂間 中　屋　ハツネ 90 中屋
横　井　ハルノ 94 横井 川　口　テ　イ 91 大瀬 日　隠　ク　ミ 90 日隠
假　屋　茂　光 94 神１区 川　島　ス　ミ 91 川島 中　渡　次　義 90 中渡
大無田　シ　ツ 94 大無田 楮　木　シヅエ 91 楮木 東　　　　　武 90 池下
戸　屋　ミツエ 94 小川 日　當　竹　一 91 日當 大無田　松　枝 90 大無田
小　川　義　德 94 小川 有　瀬　寅　男 91 毎床 戸　屋　ミチコ 90 毎床
井　口　ノ　サ 94 立野 大無田　正　明 91 大無田 川　内　エ　ツ 90 四蔵
川　口　ミツ子 93 大瀬 嶽　本　信　生 91 嶽本 川　口　ツギエ 90 大瀬
山　内　シヅ子 93 坂口 中　渡　アサヨ 91 中渡

９０歳以上の長寿者（７１名）

敬
老
会

　

老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
い
、
老
人
福

祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
老
人

自
ら
が
生
活
向
上
に
意
欲
を
高
め
る
日
と
し

て
制
定
さ
れ
た
敬
老
の
日
が
、
今
年
は
九
月

二
十
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

球
磨
村
で
は
、
九
月
十
四
日
か
ら
十
八
日

ま
で
を
「
敬
老
週
間
」
と
し
、
分
会
単
位
で

敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
六
年
度
よ
り
一
人
で
も
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
福
祉
バ
ス

や
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
、
ま
た
、
同
級

生
の
方
も
一
緒
に
参
加
し
、
敬
老
の
お
祝
い

を
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

対
象
年
齢
を
昨
年
度
よ
り
一
歳
繰
り
上
げ
て

七
十
二
歳
以
上
と
し
、
来
年
度
以
降
か
ら
も

順
次
一
歳
ず
つ
繰
り
上
げ
て
、
最
終
的
に
は

七
十
五
歳
と
す
る
計
画
で
す
。理
由
と
し
て
、

新
た
に
七
十
歳
に
な
ら
れ
た
方
は
元
気
な
方

が
多
く
、
七
十
歳
か
ら
の
敬
老
会
参
加
に
疑

問
の
声
も
聞
か
れ
る
こ
と
か
ら
で
す
。

　

十
四
日
か
ら
始
ま
っ
た
敬
老
会
は
、
昭
和

十
三
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方
ま
で
を
対
象

に
五
つ
の
会
場
で
、
区
長
や
班
長
、
ま
た
婦

人
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
い
た
だ
い

て
、
各
会
場
で
独
自
の
工
夫
が
さ
れ
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
な
か
手
づ
く
り
敬
老
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
敬
老
者
の
氏
名
発
表
が
行
わ

れ
、
桺
詰
恒
雄
村
長
が
「
皆
様
の
元
気
な
お

姿
を
拝
見
い
た
し
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

心
か
ら
ご
長
寿
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
敬
老
会
対
象
者
は
、
球
磨
村
全
体
で

千
三
百
六
十
六
名
で
す
。
全
国
的
に
少
子
高

齢
化
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
中

で
、
本
村
に
お
い
て
も
高
齢
化
の
進
展
は
顕

著
で
す
。
四
月
で
の
高
齢
化
率
は
、
昨
年
よ

り
さ
ら
に
〇
・
五
％
増
え
て
三
七
・
八
％
に
な

り
ま
し
た
。
ど
う
か
健
康
に
は
、注
意
し
て
、

人
生
の
先
輩
と
し
て
私
た
ち
を
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
本
日
の
敬

老
会
で
は
、
地
域
の
方
々
と
共
に
楽
し
い
ひ

と
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
主
催
者
挨

拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
、
今
年

九
十
五
才
に
な
ら
れ
る
假
屋
茂
光
さ
ん
（
神

一
区
）
に
寿
詞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
宴
で
は
、
婦
人
会
の
心
温
ま
る
お
も
て

な
し
の
ほ
か
、
地
区
の
有
志
や
婦
人
会
、
保

育
園
児
ら
が
歌
や
踊
り
を
披
露
し
、
敬
老
者

の
方
々
も
一
緒
に
手
拍
子
や
手
踊
り
を
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ロ
ン
職
員
が
飛
び
入

り
で
持
ち
芸
を
披
露
す
る
な
ど
、
会
場
は
大

き
な
笑
い
声
、
す
て
き
な
笑
顔
で
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

ど
の
会
場
も
皆
さ
ん
元
気
一
杯
で
久
し
ぶ

り
の
再
会
を
喜
び
、
昔
話
、
近
況
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
話
題
で
盛
り
上
が
り
、
杯
が
酌
み
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
代
表
の
万
歳
三
唱

で
終
わ
り
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
そ
れ

ぞ
れ
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

再
会
を
喜
び

笑
顔
が
絶
え
な
い
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ＫＵＭＡＫＯＩ六調子を踊った神瀬小児童（第８会場）

思考凝らした余興で賑わいました（第１会場）

再会を喜び、杯を交わしました（第２会場）

敬老者の方も一緒に踊りました（９会場）

祝宴の合間に身体を動かしました（５会場）

三味線で敬老者を祝いました（４会場）

この会場は毎年仮装パーティー！？（3 会場）

假屋茂光さんに寿詞が贈呈されました（７会場）

敬老会潜入
カメラルポ

ステージではいろいろな余興が発表されました（第６会場）
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50代
36％
50代
36％

60代
42％
60代
42％

70代
14％
70代
14％

無回答
2％
無回答
2％

無回答
2％
無回答
2％その他

1％
その他
1％40代

5％
40代
5％

30代
1％
30代
1％

勤め人
29％
勤め人
29％

経営者
4％
経営者
4％

自由業
5％
自由業
5％

農林業
42％
農林業
42％

無職
17％
無職
17％

年代 仕事

■年代　（人）
　30代　　2
　40代　　7
　50代 　47
　60代 　55
　70代 　18
　無回答　2

■仕事 　（人）
　経営者  　6
　勤め人　38
　自由業  　6
　農林業　56
　無　職　22
　その他  　2
　無回答  　3

アンケート回答者の内訳

くまむら農業の振興を考えるシリーズ

No.7
　先月号のシリーズＮｏ . ６では、アンケート調査の概
要や主なご意見等をご紹介しましたので、今回は、ア
ンケート調査の詳細をお知らせします。

アンケート回答者　１３１名
( 座談会 72 名・区長班長 53 名・認定農業者 6 名 )

全回答者について
（人） （割合）

性別 男　性 117 89%

女　性 6 5%

無回答 8 6%

問 1．�あなたの集落の「宝」は何だと思いますか？　　
（例：行事、池、水路、祭、神社�等）いくつか　
記入して下さい。

　 神社・水路・防火用水・水源池・道路・山神・コイの
いる水路・人情・茶工場・棒踊り・歯の神さん・石塔・
山神川神地蔵の祭り・湧水・堂・伝統芸能・薬師堂・
ホタル・太鼓踊り・棚田・第２小のプール・地蔵堂敷
地内の紅葉・松本橋を中心とする球磨川風景・鬼の口
棚田及び水源地・水源・梨・景観

問 2．あなたの集落の「名人」を紹介してください ｡　

問 3．�あなたの集落の歴史、祭、神社などのことを
よく知っている人を紹介してください。

　�問 2・3 は個人情報保護の観点から回答された名前は
割愛させていただきました。ご了承ください。

問 4．�あなたの集落の自慢の農作物や加工品は何だ
と思いますか？

　 梨・漬け物・梅干し・栗・筍・イチゴ・梅干し・ゆべし・
ちまき・葉たばこ・苺・椎茸・もうそう・こさん・米・
メロン・茶・柚子・しゃくなげ・あじさい・煮しめ・

ウド・干し筍・ふきの佃煮・ばれいしょ・大根・
わさび・ブルーベリー・田舎饅頭・棚田米・南天・
梅・焼栗

問 5．�あなたの集落で協働で取り組んでいることは
何ですか？

　 溝掃除・寺社の掃除・葬儀・堆肥生産組合・製茶
工場・農地水事業・大栗会の焼き栗・水路の整備・
川の草払い・山神祭・田神さん祭り・地蔵祭り・
川祭・農水保全隊・花植え・廃品・忘年会・井出
普請・祭り・美化作業・道路に紫陽花・研修旅行・
さなぼり祭り・花見・水道掃除・石塔祭り・作業
道草はらい・毎月日曜日老人会の掃除・木炭・中
山間直接支払いの取組

村の特産加工品
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問 6．�集落運営において、何か課題や問題はありま
すか？

　 横のつながりが薄くなってきた。祭り等行事が
減った。結束力が減った。

　 高齢化で共同作業の出役が少ない。若い世代の後
継者が少なくなること。

　 老人と若い人とのふれあいが少ない。個人主張の
強い人が多い。戸数が少なく事業が難しい。

　猪、鹿の被害対策。土地改良後の効率利用。
　高齢化。集落で飲む機会が少なくなった。
　高齢化で区役が大変。
　 水道の管理について。40 歳以上の独身男性が多い。

集会で人を集めるのが難しい（女性が多い）。
　 若い人と老人とのふれあいが少ない。高齢化によ

り農作業が心配。
　 燃やしてはいけないゴミを燃やす。個人的な考え

をする人がいる。ゴミ問題。
　 道の草はらい。鳥獣害。区役が苦痛。竹林の荒廃。

高齢化により集落事業ができにくい。
　正論を吐く者が少なくなった。
　水道・テレビアンテナ。
　 若者の運営への不参加。茶加工が少なくなった、

工場で働くものがなくなる。

問 7．�あなたの集落に、町に住む人や学生がボラン
ティアで農作業や水路の掃除などに来ること
を望みますか。

　はい　62 名　　いいえ　45 名　　無回答　20 名
　どちらでもない　4 名

問 8．�前記の学生、生徒を少人数なら自宅に泊める
ことができますか。

　はい　46 名　　いいえ　59 名　　無回答　26 名

問 9．�前記の生徒や親たちを、ご自宅の縁側や庭先、
公民館（集会場）などで、お茶やお茶請けの
おもてなしをあなたはできますか？

　はい　78 名　　いいえ　33 名　　無回答　20 名

問 10．�あなたのお宅では、棚田オーナー、茶畑オー
ナー、梨の木オーナー、ブルーベリーオー
ナー、和牛オーナー、シイタケほだ木オー
ナーなどのオーナー制度の取り組みを、で
きればしたいと思いますか？

　はい　39 名　　いいえ　71 名　　無回答　21 名

問 11．�あなたのお宅では、どのようなオーナー制
度の取り組みをしたいとお考えですか？

　 筍掘り（竹林）・茶畑・ブルーベリー・竹山・棚田・
栗の木・梨の木・米・栗・筍・和牛・柿の木・椎茸・
猪の箱罠

問 12．�あなたの集落に観光客がきたとき、世間話
程度をすることができますか？

　はい　98 名　　いいえ　21 名　　無回答　12 名

問 13．�上記の場合、集落の皆と協働で、お茶だし
するくらいはできますか？

　はい　95 名　　いいえ　21 名　　無回答　15 名

問 14.� �あなたの集落では、自分たちでどのような地
域づくり、地域おこしの取り組み（行事など）
がしたいとお考えですか？

　 盆踊り。分校跡の活用。若い力が地域を活性化する
思う。花いっぱい運動。農作業に遅れがある場合、
皆で手伝えたらいい。紫陽花、村周辺道路横の花・
植木の助成。田代地区の公民館の改築。景観作物
の作付花いっぱい運動。高齢化同志で取り組める事
業。中山間直接支払いの取組。個人で道などに花を
植えて楽しんでもらう。体験農業で地区外の人達の
ふれ合い。梨観光→景観を含め年間を通じて行う。

　活性化売買会。合宿所。シバ（花木）産地をしたい。
　お互いが支え合い助け合って生きる地域づくり。
　 以前はビーチボール運動会等があったが今は何も

ない、何か本当に全員で楽しめるものがほしい。
　趣味の園芸協同化。花いっぱい運動。
　 棚田を核とした観光地づくりで鬼の口水源地での

ソーメン流し、わさび田。
　 昆虫の森づくり等計画し又散策道路も整備中であ

るが、不況で減退。
　馬車による遊覧。梨の袋がけ、梨狩り、梨祭。
　竹林が多いので協働したい。
　 地区山の神作業道周辺の百年の森の造成（環境保

全）、散歩コース（杉の大径木をみる）。
　地域住民全員参加できる行事はないか。

問 15．�上記の地域づくり、地域おこしの取り組み
に村や行政に支援してもらいたいことは ､
具体的に何ですか？

　 農業機械を田に移動するとき急勾配で危険な場所
がある。改良する時に支援していただきたい。

　補助額をあげてほしい（鳥獣害）。
　機械補助、農道整備。
　情報の提供。
　人的派遣、プラン作り。
　グリーンツーリズム活動の支援。
　研修。受け入れに対する支援対策。
　地域支援ネットワーク作り。
　 地域が活気になるよう指導をしてほしい、とにか

く人間が減り若者が少ないものですから。
　花野菜の種の無料配布。
　 これを作れば売ってあげますよという指導がほし

い。売り先がほしい。
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　 現在散策道路に生コン舗装中心なので、もうすこ
し多く生コン補助をお願いしたい。

　親竹の講習会の実施。
　他町村の情報。
　造成地整備の対する補助。
　交通止め規制の緩和。
　棚田等への作業道整備・地域リーダー育成。
　ＰＲ活動。
　祭に対しての人的支援。

問 16．�集落に、村外から新しい住人がくることを
望みますか？

　はい　93 名　　いいえ　20 名　　無回答　18 名

問 17．集落には空家がありますか？
　はい　90 名　　いいえ　31 名　　無回答　10 名

問 18.� �集落には、新しい住民に提供（売れる、貸
せる）できる農地の心当たりがありますか？

　はい　50 名　　いいえ　58 名　　無回答　23 名

問 19．�あなたの家で作っている自家用の作物のうち、
少量でも出荷できる作物をお書きください。

　 ネギ・インゲン・もうそう・こさん・ワラビ・きび・
にんじん・山菜　ゆず・梅・だらの芽・豆類・お
茶・里芋・玉葱・白菜・大根・米・椎茸・筍・山菜・
うど・うこん・加工品・きゅうり・なす・柿・梅
干・ブルーベリー・野菜類・高菜・夏豆・じゃが芋・
コンニャク芋・季節の野菜・すもも・ふき・クレ
ソン・らっきょう・獅子唐・トマト・小豆・大豆・
ブドウ・ピーマン・スイカ・果物全般

問 20．�鳥獣害被害にお悩みですか？お悩みの場合、
鳥獣名と作物の被害状況についてお知らせ
ください。

　 猿・鹿・猪・カラス・スズメ・ヒヨドリ・野ウサギ・
タヌキ・サギ・モグラ・土ハト・鳥・ゴイサギ

　（被害状況については省略）

問 21．�健康の為や生きがいの為に、できることな
ら体力が続くかぎり農業や家庭菜園をした
いとお考えですか？

　はい　114 名　　いいえ　8 名　　無回答　9 名
 
問 22．�少ない金額でも副収入（野菜販売、作業手

伝い賃等）があった方が助かりますか？
　はい　 112 名　　いいえ　9 名　　無回答　10 名

問 23．�自家所有の田や畑に入るとき、農道が狭くて
軽トラックやトラクターが入らずにお困りで
すか？

　はい　72 名　　いいえ　41 名　　無回答　18 名

問 24．�自家所有の田や畑が狭すぎて、耕運機、ト
ラクター、田植え機などが使いにくくお困
りですか

　はい　66 名　　いいえ　43 名　　無回答　22 名

問 25．�かつて田、畑、樹園地だったところに、スギ・
クヌギなどを植林したおおよその面積をお
知らせください。

　田　319 ａ　畑　348 ａ　樹園地 426 ａ

問 26．�かつて田、畑、樹園地だった所を、耕作放
棄または遊休農地にしているおおよその面
積をお知らせ下さい。

　田　709 ａ　畑　347 ａ　樹園地 426 ａ

問 27．�農業機械がない、買う余裕がない、使えない
などの理由で、誰かに代わりにやってもらいた
い。機械作業がありますか？作業名をお知らせ
ください。

　 水稲収穫・調整作業・コンバイン・あぜ塗り・防
除（梨）・代かき・田植え・収穫作業・荒田おこし

問 28．�田、畑、樹園地をだれかに売りたいとお考え
ですか？

　はい　9 名　　いいえ　101 名　　無回答　21 名

問 29．�田、畑、樹園地をだれかに貸したいとお考
えですか？

　はい　43 名　　いいえ　68 名　　無回答　20 名

問 30．�今後五年間くらいの間に、田、畑、樹園地
の維持が困難になるとお考えですか？

　はい　118 名　　いいえ　5 名　　無回答　8 名カラスに食べられた梨
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問 31．�中山間地域等直接支払いの補助金制度をご
存知ですか？

　はい　107 名　　いいえ　15 名　　無回答　9 名

問 32．�中山間地域等直接支払いの補助金を受けて
いないが、できれば受けたいですか？

　はい　51 名　　いいえ　38 名　　無回答　40 名
　受けている　2 名

問 33.� �農地・水・環境保全向上対策の補助金制度
をご存知ですか？

　はい　56 名　　いいえ　55 名　　無回答　20 名

問 34．�農地・水・環境保全向上対策の補助金を受
けていないが、できれば受けたいですか？

　はい　57 名　　いいえ　29 名　　無回答　41 名
　受けている 4 名

問 35．�田、畑、樹園地をだれかから買いたいとお
考えですか？

　はい　17 名　　いいえ　96 名　　無回答　18 名

問 36.� �田、畑、樹園地をだれかに借りたいとお考
えですか？

　はい　22 名　　いいえ　92 名　無回答　17 名

問 37．�だれかから田や畑などの農作業を頼まれた
ら、作業料金や場所次第なら、代わりにやっ
てあげてもいいとお考えですか？

　はい　43 名　　いいえ　68 名　　無回答　20 名

問 38．�あなたは健康なうちはいつまでも今の集落
に暮らしたいと思いますか ?

　はい　119 名　　いいえ　4 名　　無回答　8 名

問 39.� �あなたは今の集落に暮らしつづけることに
幸福感を感じますか ?

　はい　108 名　　いいえ 14 名　　無回答　9 名

※ アンケート調査にご協力いただき、有難うござい
ました。皆さまの貴重なご意見を会議に反映させ
ていただきます。

集落調査にご協力ください。
　球磨村では、「熊本県ふるさと雇用再生特別基金事業」を活用し、球磨村棚田保存会と委託契約を行い、
臨時職員を２名雇用していただいて、次の事業を行っています。

① 「農林産物集荷及び獣害被害調査研究等営農助言事業」
　 　車を持たない高齢農家等の収入増につなげるため、家庭で消費しきれない分の農林産物等を集荷し、

村内の物産館や加工グループへの出荷の手伝いをする。
　 　また、鳥獣被害の防止策や市場・物産館等がどのような作物を求めているかなどを調査し、営農助

言を行う計画を作る。
②「球磨村まるごと棚田博物館コーディネート事業」
　 　村内の棚田等を地域資源として保全・活用するため、棚田や周辺の水路、神社、地域の名人などを調

査し、観光客等向けの「棚田周遊マップ」を作成するとともに、耕作放棄地等の解消に向けた計画を作る。

   調査の内容

球磨村棚田保存会職員２名が、各集落代表者（区長・班長等）に調査日程等の連絡を行い、
現地調査及び簡単な聞き取り調査を行います。調査の内容については下記のとおりです。

　① 農林産物の生産調査　② 農林産物加工品の調査　③ 生産履歴記帳の調査
　④ 鳥獣の被害調査　⑤ 集落の名人調査　⑥ 棚田の調査　⑦ 地域資源の調査など

　※調査員は、腕章を付け、調査員証明書を携帯します。

※　現地調査の際、地域の住民の方にもご意見をいただく場合もありますので、ご協力よろしくお願いします。

（問い合わせ先）　球磨村棚田保存会事務局（球磨村産業振興課内）　☎３２−１１１５
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寄
り
添
い　

支
え
合
い　

五
十
年

金
婚
夫
婦
二
十
八
組
を
表
彰

　

五
十
年
間
、
と
も
に
助
け
合
い
、
励
ま
し
あ
っ
て
迎
え
ら
れ
た
金
婚

式
、
今
年
は
球
磨
村
で
金
婚
夫
婦
は
二
十
八
組
で
し
た
。

　

熊
本
日
日
新
聞
社
主
催
の
第
五
十
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
式
が
九
月

九
日
、
石
の
交
流
館
「
や
ま
な
み
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
熊
本
日
日
新
聞

社
事
業
局
の
松
岡
局
長
か
ら
金
婚

夫
婦
に
表
彰
状
と
記
念
品
の
授
与

が
あ
り
、
松
岡
局
長
は
「
五
十
年

と
い
う
永
い
夫
婦
生
活
を
、
共
に

手
を
取
り
支
え
な
が
ら
過
ご
さ
れ

た
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。
県
内
で
は
、
三
九
三
二
組
の

金
婚
夫
婦
が
お
ら
れ
ま
す
。
今
後

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
充
実
し
た

大
瀨　

敏
克
（
七
六
）
島
田

　
　
　

節
子
（
七
四
）

井
口　

益
見
（
七
二
）
立
野

　
　

ス
ズ
コ
（
七
六
）

川
野　

弘
之
（
七
七
）
茶
屋

　
　
　

芳
枝
（
七
三
）

大
槻　
　

湊
（
七
六
）
大
槻

　
　
　

一
子
（
七
一
）

松
谷　

利
男
（
七
五
）
浦
野

　
　

ア
キ
子
（
七
三
）

板
﨑　
　

榮
（
七
五
）
板
崎

　
　

リ
ツ
子
（
六
九
）

吐
合　

仙
二
（
七
七
）
吐
合

　
　

エ
ツ
子
（
七
〇
）

日
隠　

右
夫
（
七
八
）
日
隠

　
　

ヒ
デ
子
（
七
一
）

犬
童　
　

照
（
七
一
）
岳
本

　
　
　

武
子
（
七
三
）

栁
詰　

義
勝
（
七
七
）
柳
詰

　
　

喜
代
香
（
七
二
）

松
谷　

和
夫
（
七
六
）
松
谷

　
　
　

恭
子
（
七
二
）

槻
木　

直
義
（
七
六
）
松
谷

　
　

ク
ミ
エ
（
七
五
）

戸
屋　

照
明
（
七
三
）
那
良

　
　

イ
ワ
エ
（
七
〇
）

鵜
口　

健
吾
（
七
六
）
鵜
口

　
　

ミ
ノ
エ
（
七
二
）

鵜
口　

今
吉
（
七
八
）
鵜
口

　
　
　

サ
ヨ
（
七
五
）

髙
沢　
　

剛
（
七
二
）
高
沢

　
　

ヤ
エ
子
（
六
九
）

吉
村　

良
平
（
七
三
）
神
一
区

　
　
　

貞
子
（
七
一
）

多
武　

忠
義
（
七
二
）
上
原

　
　
　

夏
子
（
六
九
）

園
田　

新
輔
（
七
二
）
松
野

　
　

ト
シ
子
（
七
一
）

永
椎　

敏
男
（
七
六
）
永
椎

　
　

ト
ミ
子
（
七
一
）

日
當　
　

智
（
七
六
）
日
當

　
　

タ
ツ
エ
（
七
一
）

川
嶋　

廣
士
（
七
七
）
川
島

　
　

タ
マ
子
（
七
六
）

川
嶋　

武
徳
（
七
六
）
川
島

　
　
　

モ
ヨ
（
七
二
）

川
嶋　

豊
喜
（
七
二
）
川
島

　
　

サ
チ
子
（
六
八
）

川
嶋　

重
信
（
七
〇
）
川
島

　
　

貴
美
子
（
七
〇
）

大
瀨　

泰
介
（
七
二
）
大
瀬

　
　

ミ
ヤ
子
（
七
一
）

生
活
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と

挨
拶
を
し
、
桺
詰
村
長
は
「
半
世

紀
を
共
に
暮
ら
し
、
苦
楽
を
分
か

ち
合
い
な
が
ら
過
ご
さ
れ
た
こ
と

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
健
康
に
ご
留
意
さ
れ
仲
良
く
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
最
後
に
金
婚
夫
婦
を

代
表
し
て
大
瀬
泰
介
さ
ん
ご
夫
妻

が
「
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
健

康
に
注
意
し
、
仲
む
つ
ま
じ
く
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

被
表
彰
者

　
　
　

敬
称
略
（　

）
は
年
齢

　
　
　
　
　
　

下
段
は
地
区
名

井
口　

袈
光
（
七
七
）
地
下

　
　

カ
ヲ
リ
（
七
七
）

西　
　

康
彦
（
七
四
）
峯

　
　
　

チ
ヨ
（
七
三
）

松岡局長より手渡される表彰状と記念品

大瀬泰介さんご夫妻からお礼の言葉が述べられました

いつまでも仲良くお過ごしください
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「東京」・「関西」・「九州」に続き

「東海カワセミ会」が設立

　

名
古
屋
市
周
辺
に
住
む
球
磨
村

出
身
者
及
び
関
係
者
を
会
員
と
す

る
東
海
カ
ワ
セ
ミ
会
の
設
立
総
会

が
、
九
月
十
二
日
、
名
古
屋
市

キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
名
古
屋
で
開

催
さ
れ
、
本
村
か
ら
は
桺
詰
恒
雄

村
長
と
総
務
企
画
課
職
員
二
名
、

名
古
屋
市
周
辺
か
ら
会
員
二
十
四

名
の
総
勢
二
十
七
名
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
で
は
、
発
起
人
の
挨

拶
の
後
、
議
事
に
入
り
、
会
則
、

れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま

し
た
。ま
た
、桺
詰
恒
雄
村
長
が「
皆

様
の
ふ
る
さ
と
球
磨
村
で
は
、
過

疎
化
・
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社

会
経
済
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
都
市

部
に
在
住
の
球
磨
村
出
身
者
の
方

と
連
携
し
、球
磨
村
の
振
興
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
と
球
磨
村
の
近
況

を
述
べ
ま
し
た
。

　

会
員
は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
や

思
い
出
話
で
時
間
が
過
ぎ
る
の
を

忘
れ
て
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

皆さん郷土愛を持っておられました

会
の
途
中
で
、
ふ
る
さ
と
の
特
産

品
（
棚
田
米
・
焼
酎
等
）
が
当
た

る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
抽
選
の
た

び
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
来

年
ま
た
お
互
い
元
気
で
会
お
う
と

再
会
を
約
束
し
あ
い
、
さ
ら
に
会

員
の
拡
大
を
申
し
合
わ
せ
て
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
今
年
六
年
目
と
な
る

「
東
京
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
四
年
目
の

「
関
西
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
三
年
目
の

「
九
州
カ
ワ
セ
ミ
会
」、今
回
の
「
東

海
カ
ワ
セ
ミ
会
」
を
中
心
と
し
て
、

都
市
部
へ
の
ふ
る
さ
と
の
情
報
の

発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。
会
員
拡

大
の
た
め
、
各
地
域
に
ご
親
族
や

友
人
の
方
な
ど
お
ら
れ
ま
し
た
ら

総
務
企
画
課
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ

い
。
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
情
報

は
厳
重
に
管
理
し
、
目
的
以
外
に

使
用
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
連
絡
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先
）　

球
磨
村
役
場　

総
務
企
画
課　

企

画
広
報
係　

☎
０
９
６
６
‐
３
２

‐
１
１
３
８

事
業
計
画
等
が
承
認
さ
れ
、
役
員

選
出
で
は
、
初
代
会
長
に
立
野
好

秋
さ
ん
（
渡
立
野
地
区
出
身
＝
名

古
屋
市
在
住
）
の
就
任
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
懇
親
会
に
移

り
、
会
長
の
立
野
さ
ん
は
「
今
回

は
二
十
四
名
で
の
発
足
で
し
た

が
、
来
年
、
再
来
年
と
会
員
が
増

え
る
よ
う
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ

き
、
ふ
る
さ
と
球
磨
村
を
応
援
し

ま
し
ょ
う
」
と
就
任
の
挨
拶
と
こ

神瀬地区巡回診療所が開所します

　長年、神瀬地区の方々が待ち望んでいた診療所を、神
瀬地区多目的施設前にあった、神瀬地区検診施設を新し
く神瀬地区巡回診療所として、１０月から球磨村診療所
から来られて週１回開所します。

　○診 療 日　毎週水曜日（10月7日より開所）
　○診療時間　午後１時３０分　〜　午後５時

《神瀬地区巡回診療所開所式》
　○開所式日時　平成２１年１０月１日（木）　
　　　　　　　　午前９時３０分
　○場　　　所　神瀬地区巡回診療所

（問い合わせ先）球磨村診療所　☎０９６６−３２−０３７７

待ち望んだ神瀬地区診療所
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第
十
九
回

日
本
一
の
大
鮎
釣
り
選
手
権
大
会

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
日
本
一
の
大
鮎
釣
り
選
手
権
大
会
」（
主

催
：
日
本
一
の
大
鮎
釣
り
選
手
権
大
会
実
行
委
員
会
）
が
八
月
二
十
九

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
球
磨
村
を
中
心
と
し

た
球
磨
川
流
域
を
釣
り
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
大
会
当
日
に
釣
っ
た

鮎
三
匹
の
合
計
体
長
を
競
い
合
う

総
合
の
部
、
大
物
賞
、
レ
デ
ィ
ー

ス
の
部
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

当
日
午
前
五
時
の
受
付
に
は
東

京
都
や
栃
木
県
、

茨
城
県
、
愛
知
県

な
ど
全
国
各
地
か

ら
七
十
六
名
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン

ト
へ
移
動
し
ま
し

た
。

　　

大
会
当
日
、
参

加
者
は
思
い
思
い

に
ポ
イ
ン
ト
に
急

ぎ
、
岩
場
か
ら
竿

を
出
し
た
り
、
川

に
浸
か
る
な
ど
大

物
を
狙
っ
て
い
ま

し
た
。
検
量
締
め

切
り
の
午
後
四
時

ま
で
に
七
十
一
人
が
検
量
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
〇
㌢
以

上
の
尺
鮎
が
四
匹
釣
れ
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
三
匹
の
合
計
が
一
㍍

を
越
え
る
成
績
は
出
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
結
果
、
宮
崎
県
延
岡
市

か
ら
参
加
の
小
野
和
彦
さ
ん
が
優

勝
（
合
計
八
七
・
九
㌢
）
を
飾
り

ま
し
た
。
ま
た
、
一
匹
の
大
き
さ

で
競
う
大
物
賞
は
、
東
京
都
八
王

子
市
か
ら
参
加
の
恩
曽
収
一
さ
ん

（
三
一
・
五
㌢
）
が
獲
得
し
ま
し
た
。

　

小
野
さ
ん
は
「
今
年
は
川
の
状

況
が
良
か
っ
た
。
二
本
目
に
尺
鮎

を
釣
り
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
入
賞
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

そ
の
後
も
次
々
に
釣
れ
、
十
五
匹

の
釣
果
で
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

検
量
後
の
閉
会
式
が
、
石
の
交

流
館
「
や
ま
な
み
」
で
行
わ
れ
、

前
回
優
勝
者
の
益
子
軍
寿
さ
ん（
宮

崎
市
）
よ
り
優
勝
カ
ッ
プ
の
返
還

が
あ
り
、
桺
詰
恒
雄
村
長
が
挨
拶

し
、
板
崎
弘
徳
実
行
委
員
長
が
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
レ
セ

順位 氏名 住所 大きさ

優勝 恩曽　収一 東京都 31.5

２位 竹山　良夫 綾町 30.5

３位 小野　和彦 延岡市 30.0

３位 浜崎　秀樹 錦町 30.0

５位 船本　静雄 直方市 29.8

順位 氏名 住所 1 匹目 2 匹目 三匹目 合計

優勝 小野　和彦 延岡市 30.0 29.9 28.0 87.9

２位 福山　三夫 八代市 29.5 29.0 28.8 87.3

３位 米良　康博 宮崎市 29.4 29.0 28.9 87.3

4 位 恩曽　収一 東京都 31.5 27.7 27.3 86.5

5 位 日高　幸嗣 八代市 29.3 28.6 28.5 86.4

プ
シ
ョ
ン
で
は
、「
か
わ
せ
み
」
に

音
楽
合
宿
で
宿
泊
し
て
い
た
学
生

に
よ
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
、
人

吉
市
か
ら
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
会

場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
の
半
分
以
上
の
方

が
当
た
る
、
大
抽
選
会
で
は
、
番

号
が
呼
ば
れ
る
た
び
に
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

大物賞成績 総合の部
受付時に多くの参加者でごったがえしに

総合の部の入賞者
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暑い・熱い・戦い
第 19 回 分会対抗ソフトボール大会

　９月６日、球磨村総合運動公園を主会場に、第１９回分会
対抗ソフトボール祭が各分会から約３５０名（ベストメン
バーの部１０チーム、５００歳代の部１０チーム、キックベー
スの部六チーム）が参加し開催されました。

　

開
会
式
で
は
、
桺
詰
恒
雄
村
長

が
「
残
暑
厳
し
い
中
の
大
会
で
す

が
、
水
分
を
取
り
な
が
ら
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
今
年
は
、
村
全
体

で
の
村
民
体
育
祭
は
行
い
ま
せ
ん

が
、
各
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て

い
た
だ
き
、
村
は
支
援
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
」
と
主
催
者
挨
拶

を
行
い
、
愛
甲
泰
治
村
議
会
議
長

が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
選

手
宣
誓
で
は
、
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー

の
部
の
一
番
く
じ
の
一
分
会
よ
り
、

大
岩
正
明
選
手
が
力
強
く
行
い
ま

し
た
。

　

ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
の
部
で
は
、

分
会
か
ら
若
手
、
ベ
テ
ラ
ン
の
選

手
が
出
場
し
、
投
手
戦
あ
り
、
打

撃
戦
あ
り
の
白
熱
試
合
が
多
く
、

応
援
の
分
会
有
志
か
ら
声
援
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

　

決
勝
に
進
ん
だ
の
は
、
毎
年
、

決
勝
に
進
ん
で
い
る
二
分
会
Ａ
と

三
年
振
り
の
優
勝
を
目
指
す
、
三

分
会
Ａ
が
対
戦
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
二
分
会
Ａ
が
二
年
振
り
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

五
〇
〇
歳
の
部
で
は
、
ス
ロ
ー

ピ
ッ
チ
投
法
に
悪
戦
苦
闘
し
、
珍

プ
レ
ー
が
続
出
。
和
気
あ
い
あ
い

と
試
合
が
進
み
ま
し
た
。
こ
ち
ら

は
、
二
連
覇
を
目
指
す
四
分
会
Ａ

と
久
し
ぶ
り
の
優
勝
を
狙
う
三
分

会
Ａ
と
の
対
戦
で
し
た
。
一
点
を

争
う
試
合
は
、
四
分
会
に
軍
配
が

上
が
り
、
見
事
二
連
覇
を
飾
り
ま

し
た
。
一
方
、女
子
の
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
の
部
で
は
、
慣
れ
な
い

競
技
で
ル
ー
ル
を
確
認
し
な
が
ら

試
合
を
行
い
、
日
頃
見
ら
れ
な
い

お
母
さ
ん
の
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
に
、

子
供
た
ち
が
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
決
勝
は
、
二
連
覇
を
狙
う

二
分
会
と
久
し
ぶ
り
の
参
加
の
三

分
会
が
対
戦
し
、
結
果
、
二
分
会

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
の
部
》 

　

優　

勝　
　

二
分
会
Ａ

　

二　

位　
　

三
分
会
Ａ

　

三　

位　
　

五
分
会
Ａ

　

三　

位　
　

六
分
会
Ｂ

《
五
〇
〇
歳
代
の
部
》

　

優　

勝　
　

四
分
会
Ａ

　

二　

位　
　

三
分
会
Ａ

　

三　

位　
　

二
分
会
Ｂ

　

三　

位　
　

五
分
会

《
女
子
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
の
部
》

　

優　

勝　
　

二
分
会

　

二　

位　
　

三
分
会

　

三　

位　
　

一
分
会

　

三　

位　
　

四
分
会

《
総
合
の
部
》

　

優　

勝　
　

二
分
会

　

二　

位　
　

三
分
会

　

三　

位　
　

四
分
会

２
Ｂ
１ ６
Ａ

15

11

17

（運動公園 Cコート）

500才の部

（運動公園 Dコート）

8

15 12 11

11 11 9

8 27 22 7 0 12

４
Ａ
３
Ｂ
３
Ａ
６
Ｂ
２
Ａ
５ ４
Ｂ

　　運動公園Aコート　　　　　　　　運動公園Bコート

ベストメンバーの部

0 31

8 28

94

12 56 122 8

13

16

2 2 9

1

１
Ａ
２
Ａ
３
Ｂ
４ ５
Ｂ
６
Ｂ
１
Ｂ
６
Ａ
５
Ａ

３
Ａ

２
Ｂ

運動公園多目的広場　1コート

女子の部『キックベースボール』

3

3

4 8

54 13

7

４ ３６
Ａ

１６
Ｂ

２

投手戦あり、打撃戦ありのベストメンバーの部

珍プレー続出の 500 才代の部

総合優勝の２分会へ優勝旗が贈呈されました
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八
月
三
十
一
日
、
平
成
十
二
年

四
月
か
ら
平
成
二
十
一
年
八
月
ま

で
の
三
期
と
五
ヶ
月
に
わ
た
り
、

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
人
権
相

談
や
人
権
尊
重
思
想
、
基
本
的
人

権
に
つ
い
て
啓
発
し
、
人
権
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
、
池
下
地

区
の
池
下
清
一
郎
さ
ん
に
法
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
池
下
さ
ん
は
、
平
成
十
六

年
五
月
か
ら
人
吉
人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍

　
 

池
下
さ
ん
に

　
　
　

法
務
大
臣
感
謝
状
を
伝
達

協
議
会
会
長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
、
役
場
村
長
室
で
桺

詰
恒
雄
村
長
立
会
い
の
も
と
行
わ

れ
、
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局

の
池
端
正
己
支
局
長
か
ら
感
謝
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
池
下
さ
ん

は
「
任
期
途
中
の
退
任
で
大
変
申

し
訳
な
く
思
い
ま
す
。
こ
の
人
権

擁
護
委
員
の
仕
事
は
、
子
供
に
関

わ
る
こ
と
が
多
い
の
で
楽
し
く
、

元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
日

　

社
会
福
祉
へ
の
感
謝
と

　
　
　
　
　

地
域
へ
の
奉
仕
活
動

〜
球
磨
村
福
祉
三
団
体
〜

　

九
月
十
三
日
、
村
内
の
福
祉
三

団
体
の
会
員
は
、
村
内
の
駅
や
公

共
施
設
の
除
草
作
業
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
団
体
は
、
球

磨
村
心
身
障
害
者
福
祉
協
議
会
、

球
磨
村
す
ま
い
る
会
、
人
吉
球
磨

地
域
精
神
障
害
者
家
族
会
球
磨
村

分
会
の
三
団
体
で
会
員
約
九
十
名

は
こ
の
よ
う
な
感
謝
状
ま
で
い
た

だ
き
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

池
下
さ
ん
の
後
任
に
は
、
一
勝
地

友
尻
地
区
の
田
頭
三
代
重
さ
ん
が

人
権
擁
護
委
員
に
推
薦
さ
れ
、
九

月
定
例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、地
域
住
民
の
方
々

の
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

さ
ら
に
社
会
の
恩
恵
に
感
謝
報
恩

を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
場
所
は
、
渡
駅
、
一
勝
地
駅
、

白
石
駅
、
役
場
、
渡
・
神
瀬
多
目

的
集
会
施
設
、
せ
せ
ら
ぎ
の
七
か

所
で
、
各
自
用
意
し
た
除
草
道
具

を
使
い
、
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。
ま
た
、
せ
せ
ら
ぎ
で
は
、
す

ま
い
る
会
が
子
ど
も
と
一
緒
に
窓

拭
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

長い間お疲れ様でした

お陰さまできれいになりました（渡駅）

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

 

選
手
権
大
会

　

八
月
二
十
日
か
ら
球
磨
村
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
、

第
二
十
八
回
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
、
八
チ
ー

ム
の
参
加
で
開
幕
し
、
九
月
一
日
に
決
勝
戦
を
行
い
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｒ
Ａ
チ
ー
ム
が
二
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
村
内
在
住
者
、
村
内
事
業
所
勤
務
者
な
ど
で
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
熱
い
戦
い
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
八
チ
ー
ム
を
Ａ
・
Ｂ
パ
ー
ト
に
分
け
、
上
位
二
チ
ー
ム

ま
で
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
す
る
申
し
合
わ
せ
で
試
合
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
勝
ち
進
ん
だ
チ
ー
ム
は
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ａ

チ
ー
ム
（
相
良
建
設
）、エ
イ
ト
マ
ン
（
神
瀬
地
区
）、教
職
員
チ
ー
ム
、

Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
（
カ
イ
ヤ
ー
ズ
・
役
場
職
員
）
の
四
チ
ー
ム
で
す
。

準
決
勝
は
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ａ
対
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
、
エ
イ
ト
マ
ン

対
教
職
員
の
対
戦
で
、
そ
の
結
果
、
決
勝
戦
は
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ａ
対

エ
イ
ト
マ
ン
の
優
勝
候
補
同
士
の
戦
い
に
な
り
ま
し
た
。
息
詰
ま
る

投
手
戦
の
結
果
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ａ
が
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
二
連
覇
を
飾

り
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　
　

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ａ

　

二　

位　
　

エ
イ
ト
マ
ン

　

三　

位　
　

教
職
員

　

三　

位　
　

Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

真
夏
の
夜
に
熱
い
戦
い
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熊本県代表として活躍 !! 九州各県対抗中学生選抜ソフトボール大会に出場
内　布　柚

ゆず

　葉
は

　さん（球磨中学校　３年）

　８月２９日から長崎県諫早市で開催された、九
州中学女子ジュニア育成研修会兼第６回九州各県
対抗中学生選抜ソフトボール大会へ、本村球磨中
学校の３年内布柚葉さんが熊本県選抜に選ばれ、

出場しました。
　内布さんは、小学
生の頃から地元の少
年野球チーム（球磨 
Ｆ．ホークス）に入
部し、中学校入学時
にソフトボール部に
入りました。ポジ

ションはピッチャーとし
て各種大会でも活躍し、
今回熊本県選抜として選
ばれました。
　８月３１日、大田康雄
校長と永椎沢雄コーチと
一緒に村長室を訪れた内
布さんは、「大会では、
中継ぎピッチャーとして
４試合のうち２試合に投
げました。各県から選ばれた相手選手に投げられ
たことはいい経験でした」と話しました。

堂々としたピッチングで相手
を翻弄しました

今後の活躍を期待します

農林産物品評会の開催について
　収穫された米、野菜、豆類、果実類、加工品やこれまで出品されたことのなかった農林産物など、
多数の出品をお待ちしています。
　○期　　日　平成２１年１０月１５日（木）
　○受付時間　午前９時から午後１１時まで（午後１時３０分から審査となります）
　○場　　所　球磨村生活改善センター（役場横）
　○展　　示　ふれあいまつり会場にて展示販売（オークション）を行います。
　○表　　彰　厳正な審査の結果、各部門ごとに１等賞から３等賞までを表彰します。
　　　　　　　日　時　平成２１年１０月１８日（日）　午前９時３０分から
　　　　　　　場　所　ふれあいまつり会場「さくらドーム」
　　　　　　　参加者全員に参加賞を用意しています。
　　　　　　　出品物は、返却しませんのであらかじめご了承ください。
　○出品規格
　　平成２１年度　農林産物品評会出品規格

☆出品規格をご確認の上出品して下さい。
☆みそ、漬物類、こんにゃく等の加工品専用容器（パック）は、ＪＡ球磨村店（渡）に準備してあります。
　また、加工品についてのみ展示用（大パック）、審査用（小パック）の２種類を出品してください。
☆果実酒などの酒類は受付けません。
☆規格外については、入賞から除外します。

（問い合わせ先）球磨村役場　産業振興課　農業係　☎ 0966-32-1115

品　　目 数　　量 備　　考　
玄米 ３００ｇ
大豆・小豆 ３００ｇ
その他の穀類 ３００ｇ
インゲン等 ３００ｇ さや付き
大根 ３　本
白菜 ２　個
人参 ５　本
キュウリ ５　本
ゴーヤ等瓜類 ５　本
カブ類 ３　本
葉菜類 ５　株 ホウレン草等
ネギ類 ５　本
芋類 ２株（つる付） 里芋については１株
ごぼう ５　本

品　　目 数　　量 備　　考　
ショウガ １　株
しょうゆ ２　合
みそ類 １パック 審査用に１パック（小）を提出
漬物類 １パック 審査用に１パック（小）を提出
料理類 １パック 審査用に１パック（小）を提出
梨類 ４　個 ２Ｌ以上　
柿類 ８　個
メロン ２　個 ２Ｌ以上
柑橘類 ８　個 ゆず等
苗木類 ８　本
干し椎茸 ２００ｇ 生椎茸は、１ｋｇ
こんにゃく １パック（３個）
その他の乾物類 ２００ｇ 茶も含みます。
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ふれあいウォーキング in くまむら

【主催　球磨村・球磨村教育委員会・くまむらスマイルスポーツクラブ】

Let's  walking!

（期　日）　平成 21 年 10 月 11 日（日曜日）
（コース）　石の交流館やまなみ〜梨祭り会場
　　　　　（往復約 8 ｋｍ）

（行　程）　 9：50　やまなみ駐車場集合
　　　　10：00　出発
　　　　12：00　梨祭り会場到着
　　　　　　　　（昼食・自由行動）
　　　　13：00　梨祭り会場出発
　　　　15：00　やまなみ駐車場到着

◎参加された方には、一勝地梨をプレゼントします。
○健康に自信のある方ならどなたでも参加できます。
　ただし、小学生以下は保護者同伴とします。
○参加料はお一人 100 円（保険料）です。※当日徴収します。
○運動に適した服装でご参加ください。
◎申込期限：平成 21 年 10 月 7 日（水曜日）
◎申込方法： 球磨村教育委員会 (32-1117) あてにお電話により
　　　　　　お申込ください。 

〜感謝を形に。夢とふれあいを未来に託して〜お問合せは一勝地果実組合 0966-32-0623or32-0869 へどうぞ。

★奉仕価格での梨の直売　
★観光物産展（物産館かわせみ）
★梨狩り体験
　10:30 〜・12:30 〜（2 回）
★毎床地区の観光案内
★こがね保育園和太鼓演奏 11:30 〜
★ 各種催し物（梨の皮むき競争・　

重量当てクイズ　他）
★かわせみ温泉宿泊ペア券が当たる！
　「お楽しみ福引大会」　
　12:00 〜・14:00 〜（2 回）
★各種バザー有り

フルーツの里からのあま〜い贈りもの

感謝、感謝、感謝の
いっしょうち

一勝地梨まつり
とき　平成２１年１０月１１日 ( 日 )

時間　１０：００〜１５：００

場所  一勝地果実組合選果場

梨の種類　新興梨 ( しんこうなし )

※　梨狩り体験は事前予約が必要です。

※�　駐車場に限りがございます、お乗り合わせ
のうえ、ご来場頂きますようお願いします。

一勝地梨の原木です

歴史が深い毎床溝

日本棚田百選
「松谷棚田」
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第30回

【第１日目】10月17日㈯
11:00 〜　村内保育園発表会
11:30 〜　ＪＩＮクマレンジャーショー
13:00 〜　第５回　丸太切り大会
14:00 〜　いろは座公演
15:30 〜　餅投げ大会

☆ 各イベントのご案内

【第２日目】10月18日㈰
09:30 〜　各種表彰式
10:00 〜　ふるさと文化交流
　　　　　・小川建築踊り  ・川島棒踊り  ・大瀬組太鼓踊り
　　　　　・田口太鼓踊り、正調五木の子守唄（五木村）
12:30 〜　くまちゃんシール抽選会
13:00 〜　歌謡ステージ（特別ゲスト：三田 明）
14:35 〜　大福引大会
15:30 〜　餅投げ大会

☆ 常設催し物コーナー【第１日目】11:00〜 16:00　【第２日目】10:00〜 16:00

見学・展示型催し物
・せせらぎ活動写真展
・千寿園活動写真展
・ふれあいサロン写真展
・農林産物オークション
・くまむら棚田写真コンテスト作品展
・農業委員会コーナー
・文化協会各サークル作品展
・くまむらスマイルスポーツクラブ展示
・「税を知る週間」児童生徒作品展
・天皇陛下御即位２０周年記念パネル展
・包丁とぎ無料サービス
・猟友会展示

※掲載している内容は９月１２日現在のものです。
　今後、都合により内容に変更が生じる場合がありますのでご了承ください。

体験・参加型催し物
・ふわふわ風船
・乳幼児休憩所
・くまもとの木を使ったおもちゃコーナー
・新型インフルエンザ感染予防啓発コーナー
・ゴミの分別講習会
・赤い羽根共同募金街頭募金活動
・高所作業車体験コーナー
・老連茶屋
・わくわく青年団ランド
・餅つき大会

　毎年、村民の親睦及び都市住民との交流を目的として行わ
れている「第 30 回ふれあいまつり‘くまむら’」の開催日が
決定しました。
　球磨村総合運動公園「さくらドーム」をメイン会場として
１０月１７日（土）、１８日（日）の２日間で開催いたします。
今年も参加団体が知恵を出し合い、様々なイベントを計画し
ておりますので、皆様お誘い合わせのうえご参加ください！

と　き：平成２１年１０月１７日㈯、１８日㈰
ところ：球磨村総合運動公園

ふれあいまつり
くまむら　

ふれあいまつり
くまむら　
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www7.ocn.ne.jp/~watarih/
Email　watari@mocha.ocn.ne.jp

＊ブログもやってま〜す。携帯からもみられますよ！

　�≪10月「陽だまり」行事予定≫
　２日(金) 陽だまりサロン
　３日(土)ベビーマッサージ
　８日(木)陽だまりサロン
１７日(土) りんごの木サークル
１７･１８日（土・日）
　　　球磨村ふれあいまつり
２０日（火）陽だまりサロン・ママ誕生会
２２日（木) 3才６〜９ヶ月健診
３１日（土）絵本館まつり（渡保育園）
＊ 球磨村ふれあいまつりでは、小さいお子様連

れの方のふれあいの場を設けます。お気軽に
ご利用下さい。

《
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
》

　

神
瀬
保
育
園

　

当
園
で
は
二
ヶ
月
に
一
回
保
護
者
向
け
の
「
ク
ッ

キ
ン
グ
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
お
料
理
を

通
じ
て
食
の
大
切
さ
や
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
て

頂
く
の
が
目
的
で
す
。

　

第
一
回
は
、
熊
本
名
産
の
「
太
平
燕
」
と
厚
さ

四
セ
ン
チ
の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
お
好
み
焼
き
」。

　

二
回
目
は
、
簡
単
お
や
つ
の
「
さ
つ
ま
ド
ー
ム
」、

牛
乳
パ
ッ
ク
で
出
来
る「
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
」に
ホ
ッ

ト
プ
レ
ー
ト
で
作
り
な
が
ら
食
べ
れ
る
「
ミ
ニ
ピ

ザ
」、
三
回
目
は
季
節
の
さ
つ
ま
芋
を
使
っ
て
「
大

学
芋
」、
プ
ロ
の
味
に
近
づ
く
「
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」

で
す
。

　

調
理
室
で
レ
シ
ピ
片
手
に
説
明
を
受
け
て
腕
を

振
る
う
保
護
者
の
時
折
聞
こ
え
る
笑
い
声
に
安
心

し
た
子
ど
も
達
は
別
室
で
保
育
を
受
け
な
が
ら
出

来
る
の
を
待
ち
ま
す
。
少
人
数
だ
か
ら
出
来
る
園

で
の
愛
情
と
手
の
込
ん
だ
給
食
や
お
や
つ
。
そ
の
中

か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
物
な
ど
も
取
り
入
れ
て
、

日
頃
子
供
達
が
食
べ
て
い
る
物
を
家
庭
へ
つ
な
げ
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
人
間
美
味
し
い
物
を
食

べ
る
と
心
が
豊
か
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
し
て
食

べ
る
力
は
生
き
る
力
に
な
り
ま
す
。

　

ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
の
日
は
普
段
と
違
っ
て
保
育
園

は
違
っ
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
穏
や
か
で
す
。
出

来
上
が
っ
た
ら
皆
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
試
食
会
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
「
食
べ
る
の
大
好
き
、
お
料
理

大
好
き
」
家
族
に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　 　

夏
の
間
、
真
上
で
輝
い
て
い
た
太
陽
も
、
お
彼
岸
を

過
ぎ
る
頃
に
は
低
く
傾
き
保
育
室
い
っ
ぱ
い
に
日
射
し

が
入
っ
て
き
ま
す
。

　

渡
保
育
園
は
高
台
の
南
向
き
で
太
陽
の
光
を
い
っ
ぱ

い
に
受
け
過
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
公
園
に
も
隣
接
し
た
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
戸

外
遊
び
を
存
分
に
楽
し
み
、
秋
の
散
歩
は
草
原
の
バ
ッ

タ
や
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
の
虫
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
ま
す
。

原
っ
ぱ
に
這
う
よ
う
に
し
て
虫
の
目
線
で
自
然
界
を
見

る
の
も
、
虫
の
気
持
ち
が
見
え
る
よ
う
で
お
も
し
ろ
い

も
の
で
す
。
捕
ま
え
た
虫
を
図
鑑
で
見
て
名
前
を
知
る

と
、
虫
と
も
親
し
く
な
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。

　

戸
外
で
元
気
に
遊
び
、
室
内
の
コ
ー
ナ
ー
遊
び
で
は

手
先
を
使
っ
て
遊
び
を
知
り
、
異
年
齢
の
子
ど
も
と
遊

ぶ
こ
と
に
よ
り
友
だ
ち
関
係
も
深
め
て
い
き
ま
す
。
絵

本
館
で
は
好
き
な
絵
本
に
親
し
み
、
優
し
さ
を
育
み
知

識
を
広
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
実
り
の
秋
を
迎
え
、

心
も
体
も
大
き
く
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
。
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
る《
絵
本
館
ま
つ
り
》の
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
や
さ
し
い
っ
て
い
い
ね
・
・
・
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ

ル
ス
の
心
を
感
じ
よ
う
」
で
す
。
宮
西
達
也
さ
ん
の
恐

竜
テ
イ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
世
界
を
楽
し
み
ま
す
。

●
と　

き
：
十
月
二
十
七
日(

火)

〜
三
十
一
日(

土)

●
と
こ
ろ
：
渡
保
育
園

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
三
十
一
日
（
土
）
で
す
。
ど
う
ぞ
皆

様
も
お
い
で
く
だ
さ
い
。
お
い
し
い
も
の
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。

《
秋 

の 

訪 

れ 

》

渡
保
育
園

≪ 9.11 救急法講座≫

《
あ
り
が
と
う
ほ
い
く
え
ん
》

こ
が
ね
保
育
園

　

こ
の
度
、
村
当
局
の
温
か
い

ご
支
援
を
頂
き
保
育
園
の
園
舎

改
築
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

昭
和
十
八
年
か
ら
二
度
目
の

改
築
で
す
。
雨
の
日
も
・
風
の

日
も
・
夏
の
暑
さ
の
日
も
大
き

い
事
故
な
く
安
全
に
快
適
に
過

ご
さ
せ
て
く
れ
た
現
園
舎
に
お

別
れ
の
時
が
来
ま
し
た
。

　

新
園
舎
へ
の
楽
し
み
が
深
ま

る
一
方
、
現
園
舎
に
対
す
る
思

い
出
等
交
え
な
が
ら
「
あ
り
が

と
う
の
日
」
を
設
定
し
、
お
話

し
会
・
解
体
供
養
等
設
け
、
物

に
も
命
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き

物
を
大
切
に
使
う
こ
と
の
大
事

さ
、
そ
し
て
「
あ
り
が
と
う
」

と
心
か
ら
言
え
る
感
謝
の
気
持

ち
が
養
わ
れ
る
よ
う
、
み
ん
な

で
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

尚
、
園
近
郊
の
皆
様
に
は
工

事
中
何
か
と
ご
迷
惑
お
か
け
す

る
事
と
存
じ
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

御
理
解
・
御
協
力
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「子育て支援センター　陽だまり」は、月〜金の 9:00 〜 16:00、土曜日は８:00 〜 13:00 まで開放しています。
（祭日はお休みです）陽だまりサロンも月に３〜４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどう
ぞお気軽においでください。お待ちしています。

≪一時預かり保育≫

≪陽だまりサロン≫

もう２才、　　
　　ベビー布団の　こ

・ ・ ・ ・ ・
もなった陽だまり川柳

下球磨消防組合西分署から来ていただい
て救急法の講習会を行いました。

誤
飲
の
と
き
１
才
以

上
は
「
ハ
イ
ム
リ
ッ

ク
法
」
で
。

AED の使い方

心肺蘇生法

２回息を吹き込み、
アンパンマンのうたのリズムで３０回の
胸骨圧迫　×５セット。

ママ誕生会の様子です。併せて「ナンシー
講座」も行いました。

誕生会会食の様子

プレママも参加

いつも
なかよし

ラックですやすや

子どもの叱り
方ってむずか
しい･･

　�≪りんごの木サークル吉田さんおすすめ絵本≫
「むしたちのかくれんぼ」　童心社

徳田之久・文、久住卓也・絵
　野原の虫たちが、たくさん登場
します。オナラをして最後に見つ
かってしまったのは･･･。
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赤い羽根共同募金
　今年も「赤い羽根共同募金運動」が、１０
月 1 日から始まります。
　今年も昨年同様、“地域の福祉、みんなで
参加”を全国統一のスローガンとして、展開
していきます。
　昨年、球磨村では多くの皆様のご協力によ
り、1,309,379 円の募金が集まりました。
皆様からお寄せいただいた募金は、高齢者の
方や児童等を含む様々な地域福祉の推進に活
用させていただいています。
　今年も、一本の赤い
羽根に、皆様の温かい
お心をお寄せ下さい。
　よろしくお願いしま
す。

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
体
験
し
て

Ｑ　

車
い
す･

疑
似
体
験
で
は

☆
車
い
す
の
使
い
方
な
ど
、
詳
し

く
分
か
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

足
が
不
自
由
な
方
は
、
い
ろ
ん

な
ふ
う
に
動
か
す
の
が
大
変
だ
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。

☆
疑
似
体
験
で
は
、
周
り
の
視
界

が
悪
く
て
、
歩
く
時
と
て
も
不
自

由
で
大
変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

Ｑ　

入
浴･

衣
服
着
脱
体
験
で
は

☆
お
じ
い
ち
ゃ
ん
達
の
体
は
優
し

く
洗
う
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な

い
と
知
り
ま
し
た
。

Ｑ　

ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
体
験
で
は

☆
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
お
年

寄
り
の
人
が
床
ず
れ
を
し
な
い
よ
う

に
、
シ
ー
ツ
に
シ
ワ
を
つ
く
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
変
だ
っ
た
。

☆
シ
ー
ツ
に
、
シ
ワ
を
つ
け
て
は

い
け
な
い
し
、
角
を
三
角
に
折
る

所
が
難
し
か
っ
た
。

Ｑ　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
体
験
で
は

☆
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん

に
、
お
茶
や
お
菓
子
を
配
っ
た
り
し

た
の
で
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

職
員
の
方
に
も
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て

も
ら
っ
た
り
し
た
の
で
、
た
く
さ
ん

の
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

Ｑ　

昼
食
で
は

☆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
時
が
一
番
他

の
学
校
の
人
達
と
仲
良
く
な
れ
ま

し
た
。
お
肉
も
と
っ
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。

　  夏 休 み の 貴 重 な 体 験

　　　　　　　〜 小・中学生ワークキャンプ 〜　

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会が、小学生・中学生を対象に、毎年行なっているワークキャンプが、
８月１１・１２日に高齢者福祉センター「せせらぎ」で行なわれました。

　このワークキャンプは、村内の小・中学生を対象
に、社会福祉協議会と社会福祉施設が連携し、夏休
み期間中に介護に関する知識等を学び、ボランティ
ア活動への関心やボランティア活動ができる習慣を
身につけることを目的としています。また、このボ
ランティア活動によって、思いやりの心や福祉に対
する理解を深め、自己改革してゆく絶好の機会とし
て毎年開催するものです。
　１１日には、球磨中学生１８名、１２日には村内
の小学生が２３名参加してくれました。
　開会行事では、主催者を代表して山口事務局長･
中根教育長により歓迎の挨拶があり、さっそく活動
にはいりました。
　参加者は、１･２･ 3 班に分かれ施設利用者の出迎

え･交流活動（話し相手･レクリエーション）・疑似
体験（車いす・歩行・移動）･介護体験（食事･入浴
･ベッドメイキング）･センターの清掃等、日頃職員
が行なっている業務を体験してもらいました。
　はじめは、慣れないことに戸惑っている様子でし
たが、徐々に慣れてきて楽しくボランティア活動を
行っていました。
　閉会行事では、担当者より「このワークキャンプ
を通じて、お年寄りや障害を持った人達との交流が
出来たと思います。今後、この貴重な体験を活かし、
いろいろなボランティア活動に頑張って下さい。」
と話され、２日間のワークキャンプも無事終了しま
した。

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
御
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
お

気
持
ち
を
大
切
に
役
立
て
た
い
と

思
い
ま
す
。　　
　
　

 
（
七
・
八
月
分
）

○ 

川
島
ミ
サ
キ
様
（
故　

盛　

義
）

○ 

大
坂
間
勝
子
様
（
故　

イ
ツ
子
）

○ 

持
留　

哲
美
様
（
故　

ヤ
ス
子
）

○ 

東　

ヒ
デ
子
様
（
故　

國　

義
）

○ 

蔀　
　

徳
幸
様
（
故　

勝　

義
）

○ 

白
坂　

又
男
様
（
故　

ヤ　

メ
）

○ 

信
國　

庸
夫
様
（
故　

ミ
ノ
リ
）

寄
せ
ら
れ
た
善
意

香典返し
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　8 月 22 日・２３日に村内の小・中学生を対象として「寺子屋〜夏休み宿題退治大作戦〜」
を開きました。この寺子屋は青年団活動事業の中でも毎年恒例となっており、一緒に勉

強に取り組みながら交流を深めようという目的で行っています。１日目は、渡多目的集会施設と松谷公民館
で、２日目はふるさと振興センターと神瀬多目的集会施設で行いました。参加した子ども達は、夏休みの宿
題を早く終わらせようと必死に問題を解いていました。先生役となった青年団員もわかりやすく教えていま
したが、中には解き方のアドバイスに苦労する場面もありました。３時間目には夏休みの思い出づくりとし
て、うちわ作りをしました。似顔絵や自分の好きな食べ物の絵、キャラクターの絵などを書いてカラフルに
仕上げていました。夏の楽しい 1 つの思い出として残ればいいなと思いました。来年の参加も待ってます。

青年団活動の記録

（Blue Halcyon Times）

寺子屋！

　9 月５日に八代・宇城を一円に第５１回
熊本県総合青年祭が開催されました。今回
球磨村は、卓球・ボーリング・バトミント
ンの種目に出場しました。１ヶ月前から練
習を始めて試合に臨んだ種目もあり、その
結果良い成績を収めることができたと思い
ます。球磨村青年団らしい試合展開をする
ことができ、また一段と団のチームワーク
も深まったことだと思います。主な結果は
下記のとおりです。
　卓球　団体　　１位　球磨Ｂ　
　個人（女子）　１位　原　麻美
　　　（男子）　３位　中渡　孝之
　ボーリング　　２位　球磨Ｂ
　バトミントン　１位　球磨Ｂ

熊本県総合青年祭体育部 青年団の活動に参加してみません
か？暇なときに「参加してみようか
な〜。」という感じで大丈夫です！！
他の市町村の方でも誰でも参加で
きます。
ちょっとでも興味持たれた方、ぜひ
どうぞ！手軽にホームページからＯ
Ｋです。

（パソコン）　http://k-ypa. net/
（携帯電話）　http://k- ypa.net/i/

平成 21 年度身体障がい者（児）巡回相談
　この相談は、身体障がい者（児）を対象に、補装具相談、障がい福祉サービス利用の相談を受け、
必要に応じて医学的審査や判定を行い、福祉の向上を図ることを目的として実施されます。

　　日　時　　平成２１年１０月８日（木）　受付時間　正午から午後２時まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診査時間　午後１時から

　　場　所　　人吉市総合福祉センター

※  予約制となっておりますので、希望される方は 10 月 1 日までに球磨村役場住民福祉課福祉係
　　（☎３２−１１１２）あてご連絡ください。
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　　　　　　　　　　　　　　　10 月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

　 1
◆ 神瀬巡回診療所
オープニングセ
レモニー

2 3

4
◆ 村内小学校運動
会

5 6
◆ 球磨郡老人クラ
ブゲートボール
大会（あさぎり
町）

7
◆ 地籍調査推進委
員会議

8 9
◆区長文書

10

11
◆ 球磨村ふれあい
ウォーキング
◆一勝地梨まつり

12 体育の日 13
◆定例町村長会議

14 15 16 17
◆ ふれあいまつりin
くまむら

18
◆ ふれあいまつりin
くまむら

19 20 21 
◆球磨村慰霊祭
◆就学時健康診断

22 23 24 

25
◆３分会球技大会

26
◆区長文書

27 28 29 30
◆高齢者健康祭

31

みんなの
広　場

肥
後
狂
句

※［ 改セ ］ ；生活改善センター 、 ［ 渡多 ］ ；渡多目的集会施設 、 ［ 神多 ］ ；神瀬多目的集会施設 、 ［ やまなみ ］ 
［ 第一小 ］ ；一勝地第一小学校 、 ［ 第二小 ］ ；一勝地第二小学校 、 ［ 運公 ］ ；総合運動公園 、 ［ 球中 ］ ；球磨中学校 

；石の交流館「やまなみ」

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の

ペ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
柳
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作　

冨
永
山や

ま
し
ゃ
く
や
く

芍
薬

お
茶
漬
け
の
味　

小
粋
な
マ
マ
に
通
わ
し
た

憎
い
ね
エ　

知
恵
は
あ
と
か
ら
小
間
切
れ
で

お
笑
う
な　

真
剣
に
シ
ワ
伸
ば
し
中

作　

鳥 

飼 

竜り
ん 

胆ど
う

盛
り
上
り　

戻
ら
れ
ん
井
戸
端
会
議

盛
り
上
り　

下
戸
も
連
れ
な
う
三
次
会

よ
か
な
ァ　

里
に
は
親
の
ご
健
在

作　

日 

當 

山 

岳

の
ぼ
せ
上
げ　

銭
が
も
て
お
る
と
は
知
ら
ん

底
力　

綱
の
貫
録
見
せ
ら
し
た

政
治
折
衡　

つ
ん
ぼ
座
敷
イ
お
る
庶
民

（
肥
後
狂
句
講
座
集
よ
り
抜
粋
）

早
起
き
し
て　

隣
さ
ん
ゴ
ミ
掃
わ
き
や
り

社
長
さ
ん　

本
宅
で
ま
た
死
に
直
し

酔
エ
喰
ァ　

戻
る
な
ち
ゅ
う
と
も
ど
る
ち
ゅ
う
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後

集

編

記

氏　

名

年
齢

地　

区

蔀　
　

勝
義

68
才

蔀

松
舟　

ミ
ツ
ノ

84
才

松　

舟

白
坂　

ヤ
メ

73
才

橋　

詰

信
國　

ミ
ノ
リ

93
才

小　

川

毎
床　

マ
キ
エ

87
才

毎　

床

8月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

9月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1 , 6 5 2   △ 2 △７

人　口（人） 4 , 6 5 7   △ 6 △8 0

男　（人） 2 , 2 0 8   △ 2 △1 7

女　（人） 2 , 4 4 9   △ 4 △6 3

▼
今
月
号
に
掲
載
し
て
い
る
「
東

海
カ
ワ
セ
ミ
会
」
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
初
め
て
の「
カ
ワ
セ
ミ
会
」

と
い
う
事
で
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
名
古
屋
市
に
降
り
立

ち
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
と

お
話
し
て
み
る
と
、
と
て
も
郷
土

愛
を
持
た
れ
、
私
が
一
生
懸
命
に

標
準
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

し
て
い
る
の
で
す
が
「
球
磨
弁
が

懐
か
し
か
ぁ
〜
」
と
言
っ
て
い
た

だ
き
、
根
っ
か
ら
の
球
磨
育
ち
の

私
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
球
磨
弁
な

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
「
広

報
紙
読
ん
で
る
よ
」
と
も
言
わ
れ
、

あ
り
が
た
い
で
す
。

▼
朝
夕
と
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
、

秋
の
気
配
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
ろ
そ
ろ
衣
替
え
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・
食
欲

の
秋
・
読
書
の
秋
な
ど
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
年
中
、
私
は
食
欲
の

春
夏
秋
冬
で
す
。

　

市
販
で
買
っ
た
ベ
ル
ト
に
穴
を

一
つ
空
け
ま
し
た
。
ど
う
い
う
こ

と
か
と
言
い
ま
す
と
、
そ
う
で
す
、

ウ
エ
ス
ト
が
細
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
調
子
で
食
欲
の
秋
を
乗
り
き

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松　

祐
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

　

氏　

名

保
護
者

地　

区

永
椎　

南み
な
み実

松
太
郎
中　

園

川上　友
ゆうせい

聖 くん　（４歳６か月）
父：広　美さん　

母：洋　代さん　〔池下地区〕

【ママから一言】

　ＳＬ大好き、いたずら坊主です。人の気持

ちがわかる優しい人に成長してほしいです。

毎日ばあちゃんと畑に行くことやじいちゃん

が採ってくる鮎を楽しみにしています。

〜 募 集 し ま す〜
　私が主役コーナーでは、子どもさん（赤ちゃん）の写真
の応募をお待ちしています。対象児は６歳未満児とします。
　また、自分をアピールしたい人もお待ちしています。

【連絡先】　役場総務企画課　☎３２—１１１１

　来年４月の開校を目指し、現在進められている

改築工事ですが、先月号では、基礎工事の写真を

掲載し、皆さんに進捗状況をお知らせしました。

　今月は、足場が組まれ、大型クレーン車などを

使い、校舎の柱が建てられ、無数の鉄筋が立って

います。今後、徐々に校舎らしい姿を見せると思

いますので、進捗状況をお知らせしていきます。

着々と進む
一勝地第一小学校改築工事


